
　 . . . . 　 － - . .

一 一 一 一 一 一 　 ・ 一 一 一 一 一 一

－ 　 一

一 一 一一 一 －

　 － 　 － － － - - ･ ･

- ‥ ･ － - － - ‥ － ‥ 一‥ － - － - - ‥ － ‥ － －

- ･ - - - - - - ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥

･ - - - - - - - - － - － ‥ ･ - ・

㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■

- - ・ - - ･ - ･ - ・ － - - -- - - 一 一 ‥ ‥ ‥ ‥ 一 一 -

． 　 ． ． ． ． _ ． ． ‥ ＿ －

　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ゴ
ー
詞
‐
三
言

　
　
上
天
‐
往
ゴ
Ｌ
ｔ
↑
１
］
千
千

〈全国友茫一り粟言吾〉

｢消す心置いてください
　　　　　　　火のそばに」

●
　 　 ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■

一 一 　 　 - - - - - －

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜

　 　 　 　 　 　 ■ ■ ■ ㎜

　 　 ■ 　 　 ■ ㎜

　
一
一
一
１
・
。

・ コ

』
”
’
・
”
”
ミ ｀

Ｊ
Ｊ
ｒ

’
‘
”
・
・
”
”
・
　
　

ｊ
．
一
一
一
１
。

ぃ

’
・

〈

・
…
…
・
‐
‐

‐
‐
　

‐‐ ‐ ‐・
一
　

七
に

政
ニ

ー
・
一
‐
　

‐‐
　

‐
‐

・
’

悟

４

｀
・
・
’
゛

へ
…

…
…
…
・ ‘‐
　

‐
‐｀

・
乙
』

ｙ
・・
　
・
｛
…

…

・
・

ｑ
　
。
ゴ
衿
’
・
・
ュ
ヽ

●
小
坂
マ
リ
ア
園
　
ゆ
り
組
の
園
児
に
よ
る
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー

　
避
難
訓
練
な
ど
で
小
坂
マ
リ
ア
園
を
訪
れ
た
お
礼
に
製
作
し
て
下
さ
い

　
ま
し
た
。
と
て
も
上
手
に
で
き
て
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

-



●
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１
－

ｌ
ｓ猪屏愈ぽ磨火盾

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
機
会
が
ふ
え
ま
す

が
、
こ
こ
数
年
ゼ
リ
ー
状
の
「
着
火
剤
」

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
管
内
で
も
二
人
の
方
が
大
や
け
ど
を
負

っ
て
い
ま
す
。

　
「
着
火
剤
」
は
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
が

主
成
分
で
、
揮
発
性
が
高
く
引
火
し
や
す
い
性
質
の
た
め
「
消
防
法
」
で

は
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
と
同
様
に
「
危
険
物
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
い
ひ
と
と
き
が
悪
夢
に
変
わ
ら
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
「
着
火
剤
」
の
つ
ぎ
足
し
は
絶
対
に
し
な
い
。

　
炎
が
吹
き
上
が
っ
た
り
飛
び
散
っ
た
り
し
て
、
や
け
ど
を
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

Ｏ
「
着
火
剤
」
を
し
ぼ
り
出
し
た
ら
す
み
や
か
に
点
火
す
る
。

　
時
間
が
た
つ
と
引
火
性
の
ガ
ス
が
空
気
中
に
広
が
り
爆
発
す
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

○
点
火
す
る
と
き
は
十
分
に
安
全
な
距
離
を
と
る
。

　
火
が
安
定
す
る
ま
で
火
元
に
あ
ま
り
近
づ
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
子
供
に
は
使
わ
せ
な
い
。

　
ま
た
絶
対
に
子
供
の
近
く
で
は
使

用
し
な
い
。

○
も
し
も
の
事
故
に
そ
な
え
て
、

あ
ら
か
じ
め
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ

と
、
湿
ら
せ
た
布
を
近
く
に
必
ず

用
意
す
る
。

春
の
火
災
予
防
運
動

　
４
月
６
日
（
日
）
か
ら
辺
日
（
土
）
ま
で
、
全
県
一
斉

に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
４
月
６
日
早
朝
、
鹿
角
市
八
幡
平
地
区
と
小
坂

町
で
消
防
団
に
よ
る
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

・
４
月
６
日
午
前
中
、
消
防
団
に
よ
る
防
火
パ
レ

ー
ド
が
各
地
区
を
巡
回
し
ま
す
。

・
火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
、

朝
タ
フ
時
に
サ
イ
レ
ン
（
警
鐘
）

が
鳴
り
ま
す
。

・
そ
の
他
、
各
地
区
で
地
域
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
消
火
訓
練
や

防
火
座
談
会
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
な
く
そ
う

　
秋
田
県
で
は
、
平
成
1
4
年
の
１
年
間
に
住
宅
火

災
で
3
7
人
（
鹿
角
管
内
は
Ｏ
人
）
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
の
危
険
は
、
電
気
器
具
、
調
理
器
具
、
た

ば
こ
、
煙
突
な
ど
い
ろ
ん
な
所
に
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｔ
人
ひ
と
り
が
大
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
な
が

ら
、
火
事
の
な
い
明
る
い
家
庭
、
地
域
づ
く
り
を

し
ま
し
ょ
う
。

消防法が大幅改正！　　防火管理に関する規制さらに厳しく

　平成13年９月の東京都新宿歌舞伎町のビル火災が契機となり、消防法が２８年ぶ

りの大幅改正となりました。

　⑤主な改正点

　１．消防法令違反対象物に対する措置命令が強化されました。

　２．防火管理が強化されました。（定期点検制度、定期点検済表示制度の導入）

　　○防火管理の徹底を図るため、一定の防火対象物は、有資格者が点検し、その

　　　結果を消防機関に報告することが義務付けられました。

　　○延べ面積３００平方メートル以上の店舗併用住宅（一部免除あり）や不特定多

　　　数の出入りする建物への自動火災報知設備の設置が義務づけられました。

　３、避難・安全基準が強化されました。（避難上必要な施設の管理の義務付け）

　　○避難上必要な施設は、避難の支障にならないよう管理の義務づけが強化され

　　　ました。

　　　　　　　　　　　平成14年IO月２５日施行（一部平成15年IO月１日施行）

※詳しいお問い合わせは消防本部警防予防課まで。
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　今まで

①指示の要請
→

②具体的な指示
←

藤
6

　11

万↓

ｊ亀

　③除細動実施
†　

ソ

ヽ四燃1●

　救急救命士の判断により
４　

・・に　'除細動実施

※　除細動とは、心臓が細かく

ケイレンし、正常な働きをして

いない状態に対し、高圧な直流

電流の刺激を与えてケイレンを

取り除き、規則正しい動きを取

り戻すことです。

４月から

連載ひとロメモ

　　　　知って得す引出血時の止血法

救
急
救
命
士
の
判
断
に
よ
り
医
師
の
具
体
的
な
指
示
を

受
け
な
く
て
も
除
細
動
を
実
施
。

直接圧迫止血法

　①きれいながーゼやハンカチなどを傷口

　　にあて、手で圧迫する。

　②大きな血管からの出血の場合で、片手

　　で圧迫しても止血しないときは、両手

　　で体重を乗せながら圧迫止血する。

ポイント

　①止血の手当を行うときは、感染防止のだ

　　め血液に直接触れないように注意する。

　②ビニール手袋やゴム手袋を利用する。

　　ビニール手袋やゴム手袋が近くにない場

　　合は、ビニールの買い物袋を利用する方

　　法もあります。

４
月
か
ら
の
新
し
い
手
順

①
救
急
救
命
士
は
、
現
場
か
ら
電
話
で
医
師
へ
除
細
動
な
ど
の
指
示
を
要
請
。

②
医
師
は
、
救
急
救
命
士
か
ら
連
絡
を
受
け
、
除
細
動
実
施
を
指
示
。

③
救
急
救
命
土
は
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
除
細
動
を
実
施
。

t
/
:
｝

Ｄ－Ｑ
り

　
　
　
一
ｆ
　
　
　
　
－
除
細
勤
処
置
－

一
　
　

で
Ｉ
一
一
　
　
　
４
月
か
ら
救
急
救
命
士
が
行
な
え
る
特
定
行
為
（
除

　
心
丿
　
　
　

細
動
・
気
道
確
保
・
輸
液
）
の
う
ち
、
除
細
動
装
置
に

　
　
‐
　
　
　
よ
る
救
命
行
為
に
つ
い
て
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
医
師
の

９

具
体
的
な
指
示
を
受
け
る
こ
と
な
く
救
救
命
士
の

『
ご
　
　
　
　
　
断
で
心
肺
停
止
し
た
傷
病
者
に
除
細
動
を
行
な
う
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
救
命
率
が
飛
躍
的
に
向
上

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
手
順
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
今
ま
で
の
手
順
（
左
図
参
照
）

救
急
救
命
士
の
処
置
拡
大
－
■

(随順順韻鮮)とは?
　元気で何の異常もなく育っていた赤ちゃんが、ある日睡眠中

に呼吸が止まって突然死亡する、これが乳幼児突然死症候群

（ＳＩＤＳ）という病気です。

　日本では出生した赤ちゃん2､000人のうち１人がＳＩＤＳで

亡くなっております。生後、特にかわいい盛りの４～６ヶ月の

赤ちゃんが、この病気の最大の犠牲者です。

　　　　　　　　　　この病気は今のところ、原因は不明です

　　11一S　　　が、次のことに心がけましよう。

　　｡し１　　１．うつぶせ寝はさける

　　　　　　　　　２．できるだけ母乳で育てよう

　　　゜　　　　　３．まわりの人はタバコをやめよう

　　　　　　　　　４．なるべく赤ちゃんを一人にしない

繭
まいてしー一

一
臓

恵糠も す!!

　前号でもお知らせしましたが、多数の方より問い合わせが

ありましたので本号でもう少し詳しくお知らせします。

①救急車が出動中で不在のとき。

　救急車が到着するまでの問、救急資格

を持つ消防隊員が応急処置をします。

②交通事故や作業事故のとき。 Ji
　車両からの油漏れ等、二次災害防止のため出動します。

③急病人やケガ人が多数発生したとき。

④３階建て以上の建物や救急車が進入できないなど搬送や救急

　活動が困難なときにも出動します。

※消防車の火災出動と救急救助出動の区別の方法

火災のときは｢警鐘とサイレン｣、

救急救助のときは｢サイレン｣を鳴らして出動します。
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●車両主要諸元

駆動方式 フルタイム４輪駆動

総排気量 ８，２ ２ ６ＣＣ

最高出力 ２２５馬力

●主装備の紹介

４
Ｉ
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・
チ
タ
ン
製
三
連
は
し
ご

・
チ
タ
ン
製
カ
ギ
付
は
し
ご

・
マ
ン
ホ
ー
ル
救
助
器
具

・
大
型
油
圧
器
具

・
複
合
ガ
ス
測
定
器

・
耐
電
衣

照　明　装　置
油圧式昇降装置（地上高　６メートル）
投光器：メタルハライドランプ　2,000WX2灯

クレーン装置
最大吊り上げ荷重：２．９トン

最大損程：１１．４メートル

ウィンチ装置 車両前部：５トン　　車両後部：３トン

超高圧噴霧装置

放水圧力:1 1 MPa （110k9/c�）

水タンク容量:125リットル　最大射程:16メートル

高圧ホース：内径10ミリメートル×長さ50メートル

鹿角市・小坂町消防団員募集！

　郷土の財産を自らの手で守る地域防災のリーダーである消防

団員としてあなたも活躍してみませんか！

１．入団資格

　　鹿角市・小坂町の区域内に居住している、年齢18歳以上

　の身体強健な方。

２．消防団活動

　（１）災害時の出動（２）各種訓練、行事への参加等が主な

　活動です。

　問い合わせは、消防本部総務課（23-5601）、または、小坂

町役場総務課（29-3901）までお電話下さい。

○
搭
載
さ
れ
て
い
る
主
な
救
助
資
機
材

　
２
月
５
日
、
消
防
署
に
待
望
の
新
型
救
助
工
作
車
が
更
新
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
救
助
工
作
車
は
、
低
床
式
フ
ル
タ
イ
ム
４
輪
駆
動
（
５
ト
ン

級
シ
ャ
シ
ー
）
で
、
総
排
気
量
や
最
高
出
力
は
も
と
よ
り
、
積
載
さ
れ

た
救
助
器
具
な
ど
も
従
来
よ
り
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
筆
す
べ
き
点
は
、
超
高
圧
噴
霧
消
火
装
置
が
積
載
さ
れ
、

車
両
火
災
等
、
救
助
現
場
で
の
消
火
活
動
が
可
能
と
な
り
、
活
動
に
幅

が
で
き
ま
し
た
。
（
超
高
圧
噴
霧
装
置
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
「
消
防
機
器
の
紹
介
」
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
助
工
作
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

消防機

叢
新
型
救
助
工
作
東
更
新

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

　
秋
田
県
と
秋
田
県
消
防
協
会
主
催

の
平
成
1
4
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
中
学
生
の
部
で
花
輪
第
Ｔ
甲
学

の 介
｢超高圧噴霧消火装置｣

　今回は、秋田県で初めて消防車両に搭載された最

新型の消火システムを紹介します。

　この装置は、１１ＭＰａという超高圧による微細な

霧（水）で窒息・冷却効果により少量の水で消火で

きます。

　広報「消防鹿角」や消防署へご意見、ご要

望等がございましたら下記の連絡先までお願

いします。

　また、ホームページを開設しております。

そちらもご利用下さい。

http://www.ink.or.jp/‘fdkazuno/

○消防本部･消防署電話２３－５ ６ ０１

○十和田分署

○小坂分署

○ハ幡平分駐所

ｆａｘ２３－５６０５

電話３５－２００６

ｆａｘ３５－２００７

電話２９－２１１９

ｆａｘ２９－３７３１

電話３４－２２２９
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